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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
7
月
】

11
日
・
市
議
会（
臨
時
会
）

20
日
・
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
研
修「
将

来
を
見
据
え
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
あ
り
方
」

23
日
・
保
護
者
向
け
就
職
活
動
セ

ミ
ナ
ー

24
日
・
教
職
員
短
期
社
会
体
験
研

修「
先
生
の
ト
ラ
イ
や
る
」

（
〜
8
月
30
日
）

27
日
・「
地
方
行
政
活
性
化
セ
ミ
ナ

ー
」に
職
員
派
遣（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）

28
日
・
豊
岡
市
空
家
等
対
策
協
議
会

29
日
・
奈
義
町
こ
ど
も
歌
舞
伎
公
演

31
日
・
九
州
北
部
豪
雨
に
係
る
被

災
地
･
朝
倉
市（
福
岡
県
）

に
職
員
派
遣（
〜
8
月
5

日
）

　
　

・
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
使

節
団
の
派
遣（
〜
8
月
7

日
）

【
8
月
】

1
日
・
豊
岡
市
環
境
審
議
会

5
日
・
陸
上
自
衛
隊
第
3
師
団
音

楽
フ
ェス
タ
in
豊
岡（
〜
6

日
）

7
日
・
豊
岡
市
災
害
対
策
本
部
設

置（
8
日
・
廃
止
）

10
日
・
若
者
交
流
情
報「
ツ
ッ
カ
ケ

（
S
N
S
）」配
信
開
始

▲名場面｢父さんの名は阿波の十郎
兵衛、母さんはお弓と申します｣

　
【
豊
岡
市
参
与
】（
敬
称
略
）

 

《
答
申
さ
れ
た
文
化
財
》

･
旧
大
和
屋
旅
館（
昭
和
2
年
建
設
）

･
蓮
成
寺
本
堂（
昭
和
11
年
建
設
）

･
本
住
寺
本
堂（
昭
和
6
年
建
設
）

･
う
め
の
や
遊
技
場（
昭
和
前
期

建
設
）

･
城
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅

　

城
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
温
泉
寺
駅

　

城
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅

　
　
（
い
ず
れ
も
昭
和
37
年
建
設
）

ま
ち
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
市
と
奈
義
町
は
、
互
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

交
流
を
通
じ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

演
目
は
、
小
学
生
5
人
が
演
じ

る「
弁べ

ん

天て
ん

娘む
す
め

女め

男お
の

白し
ら

浪な
み 

稲い
な

瀬せ

川が
わ

勢せ
い

揃ぞ
ろ

い
の
場ば

」、
中
川 

桜
さ
ん（
小

学
3
年
）と
横よ

こ

仙ぜ
ん

歌か

舞ぶ

伎き

保
存
会

の
皆
さ
ん
ら
が
演
じ
る「
傾け

い

城せ
い

阿あ

波わ
の

鳴な
る

門と 

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

歌う
た

の
段だ

ん

」。
小
学
生

向
け
の
歌
舞
伎
の
見
方
解
説
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
永
楽
館
歌

舞
伎
に
引
け
を
と
ら
な
い
満
席
で
、

観
客
は
子
ど
も
ら
の
感
情
豊
か
な

せ
り
ふ
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
盛

ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
29
日
、
出
石
永
楽
館
で
奈

義
町（
岡
山
県
）の
小
学
生
に
よ
る

「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」の
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
奈
義
町
は「
先
端
的
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
」

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
奈
義
町
は
、

徹
底
し
た
子
育
て
支
援
策
に
よ
り
、

近
年
非
常
に
高
い
出
生
率
と
な
っ

て
い
る
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
町
職

員
に
歌
舞
伎
専
門
職
を
配
置
す
る

な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
地

歌
舞
伎
の
保
存
と
伝
承
、
振
興
に

〜
奈
義
町
と
の
文
化
交
流
事
業
〜

「
奈
義
町
こ
ど
も
歌
舞
伎
公
演
」開
催

豊
岡
市
参
与
に
前
野
文
孝
さ
ん
就
任

〜
国
登
録
有
形
文
化
財
に
答
申
〜

城
崎
温
泉
街
の
5
カ
所
7
件
の
建
造
物

　

市
の
重
要
施
策
を
円
滑
か
つ
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
8
月
1

日
、
本
市
参
与
に
前
野
文
孝
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
指
定
す
る
重
要
な
施
策

に
参
画
し
進
言
し
ま
す（
任
期
は

9
月
14
日
ま
で
）。

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、城
崎
温

泉
街
に
あ
る
5
カ
所
の
建
造
物
7

件
を
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

答
申
さ
れ
た
文
化
財
の
一
つ
、

城
崎
温
泉
街
と
大
師
山
山
頂
を
結

ぶ
城
崎
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
三
つ
の

駅
舎「
山
麓
駅
」「
温
泉
寺
駅
」「
山

頂
駅
」。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、関
西
電
力
初
代
社
長
の
太
田

垣
士
郎
さ
ん
の
支
援
を
得
て
、昭

和
37
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
建
造
物
は
、屋
根
が
ヴ
ォ
ー

ル
ト
状（
か
ま
ぼ
こ
型
）で
緩
や
か

な
曲
線
を
描
き
、シ
ン
プ
ル
な
外

観
が
景
観
に
な
じ
ん
で
い
る
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

前野文孝
▲城崎温泉ロープウェイ山
麓駅

▲｢弁天娘女男白浪 稲瀬川勢揃いの場｣を演じる
小学生
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市
内
九
つ
の
中
学
校
で
、
市
長

特
別
授
業
を
し
ま
し
た
。

「
豊
岡
が
ど
ん
な
に
素
敵
か
、

を
伝
え
に
来
ま
し
た
。
私
は
こ
の

町
を
も
っ
と
素
敵
に
し
よ
う
と
、

職
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

大
人
た
ち
は
先
に
世
を
去
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
そ
の
バ
ト
ン
を
受
け
継

い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

豊
岡
は「
小
さ
な
世
界
都
市
」を

目
指
し
て
い
る
こ
と
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
は
世
界
的
評
価
を
受

け
て
い
る
こ
と
、
城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
は
世
界
中
か
ら
優

れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
続
々
と

や
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
豊
岡
全

体
で
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
・
・
・
。
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

Q
．
町
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

A
．
町
を
知
る
こ
と
、
で
す
。
知

れ
ば
、
た
い
て
い
好
き
に
な
り
ま

す
。
そ
の
と
き
、
好
き
に
な
っ
た

も
の
の
た
め
に
何
を
し
た
い
か
、

自
分
自
身
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

Q
．
失
礼
な
質
問
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
市
長
は
城
崎
や
出

石
は
よ
く
P
R
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

竹
野
や
但
東
は
あ
ま
り
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
但
東
も

大
切
で
し
ょ
う
か
？

A
．
こ
ん
な
鋭
い
質
問
は
、
初
め

て
で
す
。
竹
野
も
但
東
も
、
み

ん
な
素
敵
で
、
大
切
で
す
。
で

も
、
世
界
の
人
々
か
ら
豊
岡
は
な

か
な
か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま

ず
、
世
界
に
目
立
つ
も
の
か
ら
売

り
込
む
、
と
い
う
作
戦
で
す
。
城

崎
に
惹
か
れ
て
豊
岡
に
来
て
み
た

ら
、
他
に
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
気
付
い
て
も

ら
お
う
、
と
い
う
や
り
方
で
す
。

後
日
、
教
育
長
か
ら
メ
ー
ル
が

届
き
ま
し
た
。
二
つ
目
の
質
問
を

し
た
生
徒
が「
市
長
の
口
か
ら
豊

岡
全
体
が
大
切
だ
と
聞
い
た
時

が
一
番
嬉
し
か
っ
た
。
但
東
の

こ
と
を
大
人
よ
り
も
っ
と
調
べ

て
、
ネ
ッ
ト
で
但
東
の
P
R
を
徹

底
し
た
い
」旨
を
書
き
、
質
疑
応

答
を
聞
い
て
い
た
1
年
生
の
生
徒

が「
そ
の
質
問
に
と
て
も
共
感
し
、

市
長
の
答
え
で
す
っ
き
り
し
た
。

但
東
の
み
な
ら
ず
豊
岡
全
体
も
好

き
に
な
っ
た
」と
書
い
て
い
る
、と
。

バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
く
れ
る

生
徒
は
、
き
っ
と
出
て
き
ま
す
。

118

中
学
生
と
向
き
合
う

▲市役所で市長に報告する中谷農事組合法人の小
島組合長（中央）と松井理事（左）

▲演奏会の途中に実施された避難訓練。一斉に
会場から総合体育館前に避難する参加者ら

自
衛
太
鼓
の
演
奏
で
は
、会
場
に

響
き
渡
る
太
鼓
の
迫
力
あ
る
音
や

隊
員
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
動
き
が
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

5
日
に
は
、演
奏
会
の
途
中
に

地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
て
、

避
難
訓
練
を
実
施
。但
馬
で
は
初

と
な
る
取
組
み
に
、約
7
0
0
人

の
市
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
結
果
を
検
証
し
、

災
害
発
生
時
の
観
客
の
安
全
な
避

難
誘
導
に
役
立
て
ま
す
。

　
「
10
年
前
ま
で
は
、豊
岡
の
田
ん

ぼ
で
大
豆
を
作
る
こ
と
は
、無
理

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
た
」

と
語
る
代
表
理
事
組
合
長
の
小
島

昭
則
さ
ん
。同
法
人
は
、減
農
薬
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法（
大
豆
）に

取
り
組
む
と
と
も
に
、圃ほ

場じ
ょ
う

の
排

水
対
策
を
徹
底
し
、高
付
加
価
値

農
業
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
会
に
は
、全
国
か

ら
1
1
5
点
が
エ
ン
ト
リ
ー
。同

法
人
は
、初
め
て
の
出
品
で
最
高

の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

8
月
5
･
6
日
、市
民
会
館
文

化
ホ
ー
ル
で「
陸
上
自
衛
隊
第
3

師
団
音
楽
フ
ェ
ス
タ 
in 

豊
岡
」

を
開
催
し
、延
べ
約
1
5
0
0
人

の
市
民
ら
が
演
奏
会
や
自
衛
隊
車

両
の
展
示
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
、音
楽
隊
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
自
衛
隊
の
活
動
や
隊

員
の
1
日
の
行
動
が
映
像
で
紹
介

さ
れ
た
他
、「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
騎

行
」や
演
歌
メ
ド
レ
ー「
ど
演
歌
え

き
す
ぷ
れ
す
」な
ど
を
演
奏
。師
団

　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

（
J
A
全
中
）な
ど
の
主
催
で
行
わ

れ
た
第
45
回
全
国
豆
類
経
営
改
善

共
励
会
、大
豆
経
営
の
部
で
、中
谷

農
事
組
合
法
人
が
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、市
街
地
を
流
れ
る

円
山
川
の
東
に
広
が
る「
六
方
田

ん
ぼ
」の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、耕
作

面
積
は
64
･
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
。こ

の
う
ち
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
利
用
し

て
、平
成
20
年
か
ら
大
豆
栽
培
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

〜
但
馬
初
！
演
奏
会
中
に
地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
も
実
施
〜

　「
陸
上
自
衛
隊
第
3
師
団
音
楽
フ
ェ
ス
タ 

in 

豊
岡
」開
催

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
高
付
加
価
値
。そ
し
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
〜

中
谷
農
事
組
合
法
人「
コ
ウ
ノ
ト
リ
大
豆
」農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
を
報
告


